
大学院大学設置認可申請に向けた需要調査（案） 

 

１ 調査目的 

  大学院大学の設置に向け、大学院大学への入学希望及び大学院大学

修了生を採用する意思等を調査し、設置認可申請にて提出する学生確

保の見通しの基礎資料とするために実施する。 

 

２ 調査内容 

＜採用意向調査＞ 約 300～400 団体 

社会健康医学大学院大学修了生を採用する意思について 

医療機関等にアンケート調査 

＜入学意向調査＞ 約 2,000 人 

  社会健康医学大学院大学への入学希望について医師、薬剤師等に 

アンケート調査 

 

３ 昨年度調査 

  大学院大学への進学意識や大学院大学修了者の社会的な人材需要を

把握するため昨年８月に実施 

 

＜採用意向（回答数 106 団体）＞  

採用したい 14 団体  採用を検討したい 43 団体 

 

＜入学意向（回答数 875 人）＞  

入学したい 47 人   機会があれば入学したい 189 人 
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調査対象概要 
 

採用意向調査 

（人材需要） 

入学意向調査 

（進学意識） 

病院 
・医療機関に勤務する医師、看護師、薬剤師等

・医学修学研修資金を利用する医師 

大学 大学教員、大学生等 

介護事業所 
介護事業所に勤務する看護師、栄養士、介護福

祉士等 

行政機関（市町） 市町で健康増進を担当する保健師、栄養士等 

健康保険組合（企業） 

健診機関 
健診データ分析担当者や保健指導担当者等 

企業（製薬関連等） 企業に従事する薬剤師等 
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学生の確保策について 

 

社会健康医学大学院大学では、入学者として主に社会人を想定していること

から、学生の安定的な確保策や入学しやすい環境づくりを進める必要があるの

ではないか。 

 

１ 学生の安定的な確保策 

（１）企業・病院・各種団体・行政機関等との連携 

 【例】・団体と協定や覚書を締結するなど、定期的（数年度ごと等）に職員を

送り出してもらえるような仕組みづくり 

（２）企業や団体等が学生を派遣しやすい仕組みづくり 

【例】・派遣元の企業等に対する支援制度 

・勤務医師が入学した場合の、代替医師の派遣制度 

 

２ 入学しやすい環境づくり 

（１）社会人に適した入試方法 

  ・英語の民間試験の活用、小論文、面接試験を中心とした入試 

  ・市町・病院・大学等の関係機関からの推薦入試 

（２）授業料等の軽減策 

  減免･奨学金制度など、学生の金銭的な負担を軽減する方策 

（３）夜間・土曜日を中心とした授業の実施 

  社会人が在職のまま学び続けられるよう、平日夜間及び土曜日を中心とし

たカリキュラム編成 

（４）多様なメディアを利用した履修方法 

ｅラーニングシステムの活用など、授業の内容に応じて、学生が自宅やオ

フィスのパソコンからでも履修できる方法 

（①同時双方向型 ②オンデマンド（インターネット配信）型） 
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授業料等の減免・奨学金制度（日本人大学院生対象） 

 

経済的理由等による授業料等の減免制度（県立大･文芸大） 

県立大 文芸大 
区 分 

授業料 入学料 授業料 入学料 

生活保護世帯 － － 全額 半額 

均等割・所得割非課税 全額 － 2/3 － 
住民税（世帯）

所得割のみ非課税 半額 － 半額 － 

全壊（全焼）[２期限度] 全額 全額 全額 全額 

半壊（半焼）[２期限度] 半額 半額 半額 半額 災害被害 

床上浸水[当期のみ] 1/3 1/3 － － 

 

日本学生支援機構の奨学金制度（返還義務あり） 

種別 
収入要件 

（本人・配偶者）
貸与月額 利息 返還期間

一種（無利息） 299 万円以下 ５万円又は8.8万円 － 12～14 年

二種（利息付） 536 万円以下 
5･8･10･13･15 万円

から選択 

固定又は変動

（上限３％）
12～20 年

※大学院生は給付型奨学金の対象外 

 

大学院生を対象とした主な奨学金制度（返還義務なし）[県立大学学生便覧より抜粋] 

大学、地元企業等による奨学金 

名称 給付金額 支給期間 応募資格 H30 採用人数

内西いよ子奨学金 月額７万円 １年間 薬学系大学院生 １名 

TOKAI グループ奨学金 月額５万円 １年間 全学生 ３名 

静岡ガス奨学金 月額５万円 １年間 学部生・大学院生 ２名 

ロッキー奨学基金 年額 20 万円 一時金 保護者が県内在住・勤務 ３名 

エンケイ財団 月額２万円 １年間 学部生・大学院生 ７名 

 

民間奨学団体奨学金（全国の大学院生対象） 

名称 給付金額 支給期間 応募資格 

本庄国際奨学財団 月額 15～20 万円 １～５年間 大学院生 

廣田育英会 年額 20 万円 １年間 学部生・大学院生 

佐藤奨学会 月額約３万円 短修業年限 学部生・大学院生 
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公立大学院独自の主な免除・奨学金制度 

大学院名 要件 免除・給付額 人数 

青森市等又は 

青森県内勤務者 

授業料免除（標準修業年限） 

半額（市内等勤務） 

３割（県内勤務） 

審査認定者 

青森公立大 

学内選抜に合格し、累

積 GPA が 3.00 以上 
授業料半額免除 審査認定者 

国際教養大 秋田県出身者 学期毎約 8 万円 不明 

産業技術 社会人 授業料 1/4 免除 不明 

大学院大 ８名 

首都大学東京 

－ 

※社会人に限定せず 
授業料半額給付 

134 名程度 

公立諏訪東京

理科大 

前年度 GPA,GPS 上位 

1%（一種）3%（二種）

一種 24 万円、 

二種 12 万円一括給付 
若干名 

静岡文化芸術大 各研究科の成績優秀者 30 万円一括給付 ２名 

福山市立大 福山市派遣職員 入学料・授業料半額免除 対象者全員 

高知工科大 特待生選抜試験合格者 入学料・授業料全額免除（３年） 合格者 

※いずれも成績優秀要件あり、所得要件なし 

 

地方公共団体の主な奨学金制度 

団体名 種類 要件 貸与・給付額 人数 

埼玉県 
貸与 

(無利子) 

成績上位 1/2 又は

GPA2.5 以上、県出身

月額 3万円（標準修業年限）、

入学一時金 30 万円 
30 名 

富山県 
貸与 

(無利子) 
優秀、困窮、県内在住

修士：月額 8.8 万円、 

博士：月額 12.2 万円 
不明 

静岡市 
貸与 

(無利子) 
保護者在住 月額２万円（標準修業年限） 不明 

熱海市 
貸与 

(無利子) 
優秀、困窮、保護者在住 

月額 4.4 万円（標準修業年限）、

入学一時金 50 万円 
不明 

湖西市 給付 優秀、困窮、保護者在住 月額 1.2 万円（標準修業年限） 計５名程度 

札幌市 給付 優秀、困窮、保護者在住
国公立：月額 6 千円 

私立：月額 9 千円（１年間）
計80名程度

本宮市 

(福島県) 
給付 優秀、困窮、保護者在住 月額１万円（標準修業年限） 計10名程度

上三川町

(栃木県) 
給付 優秀、困窮、保護者在住 年額 20 万円（1 回限り） 計 10名程度

石垣市 

(沖縄県) 
給付 優秀、困窮、保護者在住 月額５万円（標準修業年限） 計２名 

※東日本大震災関係を除き、都道府県による給付制度なし 
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大学院大学施設の段階的整備（案） 
 

 開学時 令和３年４月  

・ 学生の教育に必要な施設（講義室、演習室、専任教員室、図書室、学生自習室、学長室、

会議室、事務室、医務室等）は、開学時に旧静岡県血液センター、旧環境衛生科学研究

所別館に整備する。 

・ 研究施設としては、専任教員室以外に、学外研究者との共同研究等にも活用できる共同

研究室・研究実験室を整備する。開学時には、隣接する県立総合病院先端医学棟５階を

１年間に限り借用し、使用する。 

 

 

 最終形 令和４年３月  

・ 旧環境衛生科学研究所エリアを含め、全ての施設整備を完了し、学生の教育に必要な施

設と研究施設を一体の建物内（旧環境衛生科学研究所本館、旧静岡県血液センター）に

配置する。 

 

 

 

 

 
旧環境衛生科学研究所 本館

別館 

県立総合病院

先端医学棟

(５階) 

は、大学院大学が使用する範囲

＜  県  立  総  合  病  院  ＞

＜城北小学校＞

旧静岡県 

血液センター

 

 

 

旧静岡県 

血液センター

旧環境衛生科学研究所 本館

別館 

県立総合病院

先端医学棟

(５階) 

は、大学院大学が使用する範囲

＜  県  立  総  合  病  院  ＞

＜城北小学校＞
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大学院大学の施設整備の概要（最終形） 

 

 

＜旧静岡県血液センター＞ ＜旧環境衛生科学研究所 本館＞  

  倉庫  5F

 実験エリア 
研究実験室、共同研究実験室 

試料保管室 ほか 

4F

 研究・教育エリア 
専任教員室、共同研究室 

院生室、研究生室 ほか 

3F

学生エリア 
講義室、演習室、会議室 

大教室・視聴覚室 ほか 

研究・教育エリア 
専任教員室、共同研究室 

院生室、研究生室 

非常勤講師控室 ほか 

2F

学生エリア 
図書室、自習室 

学生ホール、ラウンジ 

ほか 

事務エリア 
学長室、研究科長室、事務室 

会議室、医務室 ほか 

1F

 

33

資料12



大学院大学の運営主体（案） 

 

１ 運営主体 

  最先端の研究を担う優秀な研究者を招聘するため、また、県民の健

康寿命の延伸に資する研究を行い、その成果を県民に還元するという

大学院大学の目的を達成するためには、大学院大学独自の運営方針に

基づき、魅力ある環境を提供し、自主自立的で機動的な運営が必要で

あると考え、新たに公立大学法人を設立する。 

 

２ スケジュール（予定） 

  令和２年２月  公立大学法人の定款案を２月議会に提出 

  令和３年１月  公立大学法人設立の認可申請を総務省及び 

          文部科学省に提出 

 

３ 運営組織の考え方 

○ 大学院大学の規模を踏まえ、効率的でスリムな組織体制を構築 

○ 法人経営及び大学運営において、機動的な業務遂行が可能となる組

織体制を構築 
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学
校
、
通
常
校
）
、
保
健

師
、
言
語
聴

覚
士

、
医
師
の
研
修
・
育
成
 

③
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
さ
れ
た
音
響
刺
激

シ
ス
テ
ム
の
活
用
：
・
種
々
の
音
響

刺
激

と
脳
活
動
の
定
量
的
可
視
化
 
(
N
IR
S
使
用
)
 

④
高

齢
者
の
聴
覚
障
害
に
つ
い
て
：
認
知

症
に
対
す
る
聴
覚
刺
激
の
効
果
 
他
 

５
年
 
・
県
内
の
難

聴
乳
幼
児
実
態
調
査
を
実
施
 

（
新
生
児
聴

覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
、
３
歳
 

児
聴
覚
検
査

の
集
計
、
分
析
を
実
施
）
 

・
研
修
会
・

講
演
会
を
４
回
実
施
 

・
音
響
刺
激

シ
ス
テ
ム
の
選
定
 

・
音
響
刺
激
シ
ス
テ
ム
の
運
用

開
始
 

・
人
工
内
耳
装
用
者
の
音
源
定

位
能
の
測
定

 

f
N
I
R
S
を
用
い
て
正
常
乳
幼
児
の
語
音
理
解
の

発
達
を
み
る
 

・
引
き
続
き
、
県
下

の
難
聴
児
の
デ
ー
タ
収
集

と
研
修
会
活
動
を
行
う
 

タ
マ
ー
シ
ュ
 
ダ
ー
ビド

ゥ
 

ジ
ェ
イ
ソ
ン
 
ホ
ロ
ウェ

ル
 

難
聴

児
・

者
の

社
会

復

帰
に
関
す
る
研
究
 

・
N
I
R
S
,
B
ES
A
(
E
E
G)
に
よ
る
出
生
後
の
言

語
野
発
達
の
脳
科
学
探
索
 他

 

・
難

聴
児
・
者
の
適
切
な
介
入
方
法
の
脳

科
学
的
探
索
 
他
 

４
年
 

－
 

・
年
度
の
前
半
ま
で

に
綿
密
な
研
究
計
画
を
立

案
し
、
後
半
に
は
実
際
に
デ
ー
タ
収
集
を
精
力

的
に
実
施
（
人
工
内
耳
装

用
児
・
者
の

f
N
IR
S

に
よ
る
言
語
野
発
達
を
見
る
）

 

吉
村
 
耕
治
 

室
 
悠
介
 

今
村
 
正
明
 

中
谷
 
英
仁
 

メ
タ

ボ
ロ

ー
ム

解
析

を

主
と
し
た
疫
学
的
研
究
 

地
域

住
民
、
健
診
受
診
者
ま
た
は
病
院
受
診
患
者
を
対
象
と
し
、
血
液
・
尿
の

サ
ン

プ
ル
や
、
客
観
的
な
排
尿
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
。
約
１
年
か
け

て
ベ

ー
ス
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
。
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
夜
間
頻
尿
を
主

と
し

た
各
下
部
尿
路
症
状
に
つ
い
て
の
研

究
を
行
う
。
又
、
３

年
後
に
頻
尿
に

つ
い

て
の
縦
断
的
な
危
険
因
子
の
研
究
を

行
う
。
 

６
年
 
・

当
院

の
泌

尿
器

科
外

来
を

受
診

す
る

夜
間

頻

尿
患
者
を
研

究
対
象
者
と
す
る
こ
と
を
決
定
 

・
研

究
へ

の
準

備
と

し
て

、
排

尿
日

誌
を

可
及

的
客

観
的

に
測

定
す

る
た

め
の

機
器

エ
ッ

グ
 

を
購
入
 

・
泌
尿
器
科
と
し
て

夜
間
頻
尿
患
者
の
研
究
参

加
者
リ
ク
ル
ー
ト
を
行
い
、
順
次
測
定
を
開
始

す
る
 

・
年
度
内
に

2
0
名
の
患
者
の
リ
ク
ル
ー
ト
を

目
標
と
す
る
 

島
田
 
俊
夫
 

田
村
 
尚
久
 

清
水
 
史
郎
 

中
谷
 
英
仁
 

緑
茶

パ
ウ

ダ
ー

摂
取

に

よ
る

血
圧

・
血

管
機

能
・

代
謝

へ
の

影
響

に

関
す
る
研
究
 

お
茶

服
用
前
，
服
用
後
の
経
時
的
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
。
緑
茶

パ
ウ
ダ
ー
の
生

活
習

慣
病
改
善
効
果
、
高
血
圧
治
療
効
果
、
心
機
能
改
善
効
果

等
に
つ
い
て
研

究
を

行
う
。
 

５
年
 
・

川
根

本
町

に
て

研
究

に
関

す
る

講
演

会
と

説

明
会
を
開
催

し
、
研
究
協
力
者

2
1
0
名
を
確
保
 

・
研

究
協

力
者

に
対

し
て

、
緑

茶
パ

ウ
ダ

ー
摂

取
前
の
身
体

検
査
を
実
施

 

・
緑
茶
パ
ウ
ダ
ー
摂

取
前
後
の
身
体
検
査
デ
ー

タ
を
分
析

 

疫
学

 

(
中
山

 
健
夫
)
 

中
山
 
健
夫
 

長
谷
川
 
敏
彦
 

保
健

・
医

療
と

介
護

か

ら
終

末
期

を
つ

な
ぐ

統

合
的

デ
ー

タ
分

析
シ

ス

テ
ム
：
「
静
岡
モ
デ

ル
」

の
開
発
と
運
用
（
仮
）
 

医
療

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
県
民
の
介
護
保
険
・
死
亡
状
況
の
デ
ー

タ
を
含
め
た
統

合
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
を
構
築
し
、
ケ
ア
の
質
の
向
上
と
資
源
配
置

の
適
正
化
を
図

る
エ

ビ
デ
ン
ス
を
得
る
。
 

５
年
 
・

研
究

候
補

地
を

選
定

し
、

デ
ー

タ
提

供
に

関

し
て
先
方
の

内
諾
を
得
た

 

・
研
究
候
補
地
と
デ

ー
タ
提
供
に
関
す
る
契
約

を
締
結
の
う
え
デ
ー
タ
解
析
を

実
施
 

・
デ
ー
タ
提
供
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
市
町

 

を
増
や
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
解
析
を

進
め
る
 

寺
尾
 
知
可
史
 

静
岡

県
に

お
け

る
ゲ

ノ

ム
研

究
基

盤
構

築
に

関

す
る
研
究
 

1
.
静

岡
県
立
総
合
病
院
に
お
け
る
ゲ
ノ
ム

解
析
 

2
.
ゲ

ノ
ム
解
析
基
盤
の
確
立
 

3
.
コ

ホ
ー
ト
の
サ
ポ
ー
ト
 

５
年
 
・

研
究

へ
の

準
備

と
し

て
、

検
体

や
デ

ー
タ

の

集
積

に
対

応
す

る
た

め
の

ゲ
ノ

ム
サ

ー
バ

ー
を

購
入
、
設
置

 

・
当
院
の
外
来
患
者

か
ら
研
究
の
た
め
の
採
血

を
行
い
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
抽
出
及
び
生
体
材
料
の
集
積

を
開
始
 

宮 地  良 樹 

ゲ
ノ

ム
 

コ
ホ
ー

ト
 

(
松
田

 
文
彦
)
 

（
研
究
員
）
 

調
整
中
 

コ
ホ

ー
ト
研
究
に
つ
い
て
調
整
中
 

－
 

 
 

※
平
成

31
年

度
に
お

い
て
、
そ
の
他
新

規
の
研
究
テ
ー

マ
が
追
加
と
な

る
場
合

が
あ
り

ま
す
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